
歌舞伎、浪曲、詩、古文、漢詩、落語、早口言葉などの日本語の名文・名文句を集めた暗誦のテキスト『声

に出して読みたい日本語』は、150万部を超える売上で、2002年のベストセラーとなった。この本の著者

である斉藤孝氏が監修を務めている、小学校低学年を対象としたテレビ番組「にほんごであそぼ」も子

供たちの間で人気があり、落語「寿限無」や狂言「ややこしや」の暗誦が流行している。

『声に出して読みたい日本語』がきっかけの一つ　となり、いま改めて、日本人の間で、日本語の美し

さや楽しさが見直されるようとしている。書店では、日本語コーナーが設けられ、日本語をテーマにした

本が多く並んでいる。その中には、正しい日本語は何かを問うような本も多くある。この背景には、若い

人の間で新しい言葉や表現が生まれたり、間違った日本語が広まったりしているという状況に対して、日

本語の乱れを指摘する声が上がっていることがある。

斉藤氏は、歴史の中で鍛え抜かれ滋養にみちた言葉を暗誦・朗誦することは、身体に活力を与え、それが

心の力につながると説き、教育現場で心と体を養う暗誦や朗誦にもっと力を入れるべきだと語る。

今号は、日本人にとってなじみ深く、現代に息づいている伝統的な詩句や芸能を紹介する。

いま、日
に

本
ほん

語
ご

がブーム！
『ひだまり』では毎号、主に日本の若

者の生活や日本の現代事情を写真と文

章で解説した「今日日本」を掲載しま

す。また、「今日日本」を使った授業

案も「教学設計」で紹介します。生徒

たちの日本への理解を深めるために、

「今日日本」を教室に張るなど、ご活

用ください。

中国で生まれた『論語』や詩などは、日本でも古くから広く知られています。中国の古典の文章を「漢文」

といいます。「漢文訓読」という方法を用いて、文法の違う「漢文」を日本語として読みます。①②の漢詩と①’
②’の訓読で読んだものを比べてみましょう。漢詩は日本でも盛んに作られ、751年には、最初の漢詩集

『懐風藻』が作られました。その後も漢詩は栄え、文学の中で高く評価されるとともに、知識層の間で必

須の素養とされていました。また、明治時代まで、公文書なども漢文訓読体で書かれていました。今でも、

高校の授業では、「漢文」の授業があり、漢詩や論語などが読まれています。「漢文」の授業を受けたこ

とがきっかけとなって、中国語の勉強を始める生徒もいるようです。

その後、和文と漢文的な文章が混ざり合った和漢混交文が現れました。和漢混交文で書かれたものと

して有名なものには、『平家物語』『方丈記』『徒然草』があります。③『平家物語』は、平安時代に栄

華を極めた平家の盛衰を描いた軍記物語で、1200年ごろに書かれました。『方丈記』と『徒然草』は随

筆で、前者は 1230年ごろ鴨長明によって、後者は 1330年ごろ、吉田兼好によって書かれました。
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① ②’②①’ ③

注：訓読とは、返り点を用いて

読む読み方です。返り点には、主な

ものに、レ点、一・ニ点、上下点な

どがあります。返り点は読む順番を

表します。例えば、レ点は下の文字

を先に読み、一・ニ点は、一が書

かれている漢字をまず読み、次に

二が書かれている漢字を読みます。

①朱子　②孔子『論語』より　③『平家物語』より　参考：『国語総合』（東京書籍）

今日日本

重新认识日语的优美和趣味性

『声に出して読みたい日本語』（草思
社／ ISBN:47942104 
93 ／ 2001 年 9 月発行）



「川柳」は、江戸中期頃から流行した短詩です。俳句と同じく、五・七・

五調ですが、季語や切れ字などの制約がなく、口語を用います。人生の

機微や世相・風俗をこっけいに、また風刺的に描写するのが特色です。

保険会社の第一生命では、毎年「サラリーマン川柳コンクール」を開催し、

優秀作品を 100句選んでいます。テーマは、会社や家庭での様々な出来

事などで、鋭く世相を表現している句が多い。第18回の同コンクールには、

21,878句の応募がありまし　た。

“ 第一生命サラリーマン川柳 ”URL ➲ http://www.dai-ichi-life.co.jp/
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「短歌」とは、五・七・五・七・七の五句三一音からなる叙情詩です。特に

決められたルールはなく、歌に詠むテーマも制約はありません。恋や日常生活

のこと、子どもの成長などさまざまなテーマが詠まれています。短歌は、7世
紀の半ばころにでき、780年ごろに、日本最古の歌集『万葉集』が編集されま

した。905年に『古今集』が編纂され、短歌は漢詩と同等の地位を築きました。

 鎌倉時代（1192-1333年）に、京都の小倉山に住んでいた歌人の藤原定家が、

『古今集』や『新古今和歌集』などの歌集から100人の歌一首ずつ選び、『小

倉百人一首』を編纂しました。100首のうち、半分近くが恋の歌です。江戸時

代以降、カルタとして主にお正月に遊ばれるようになりました。カルタは、3人
以上で遊ぶゲームで、読み手を１人決めます。短歌の上の句（五・七・五）と

下の句（七・七）を分けてカードに書きます。下の句だけ書いた 100枚のカー

ドをばらばらに広げます。読み手は上の句を読み、読み手以外の人は、それ

に続く下の句のカードをいち早く見つけて取ります。カードを多く取った人の勝

ちとなります。

東洋大学では、「現代学生百人一首」を毎年開催し、現代の学生のものの

見方・生活感覚をテーマに短歌を募集しています。第 18回の同コンテストには、

63,330首の応募がありました。日本の多くの大学では、広報をかねて様々な

コンテストを開催しています。

「俳句」は、五七五の三句の定型から成り、季語を含むことを約束とする日

本独自の短詩型文芸で、世界で一番短い詩です。もともとは、連歌からでき

た詩です。連歌とは、短歌の五・七・五の上の句（長句）と七・七の下の句（短句）

とを交互に数人で詠み合うものです。『万葉集』に収録されている連歌が最も

古いものだといわれています。江戸時代半ばからは、連歌にユーモアや風刺を

取り入れたものが盛ん　になり、口語が用いられたこともあり、庶民の間で人

気を集めました。この時代に、松尾芭蕉が、連歌の上の句だけを独立させて、「俳

諧の句」としてその形式を確立させました。その後、明治時代に、正岡子規が「俳

句」という名前を付けました。

　俳句では、季語を一つだけ入れなければなりません。季語とは、誰もが

その言葉を聞くと、その季節の情景を心に描ける言葉です。季語を集めたもの

を『歳時記』といい、書店で手に入ります。季節は旧暦で、春（3～ 5月）、夏

（6～ 8月）、秋（9～ 11月）、冬（12～ 2月）に分けられています。また、俳

句では、少ない字数で作者の気持ちを表現するために、いろいろな技法が用

いられます。切れ字（「かな」「けり」「や」など）を句末に用いて意味を区切ったり、体言止めを用いて動詞や助詞を省略したりします。

　最近は、このような俳句のルールに縛られない自由な形式のものも多く作られています。例えば、総合飲料メーカーの伊藤園では「お

～いお茶新俳句大賞」を開催していますが、このコンテストでは、「新俳句」と称して、季語がなくても、多少字余り（五・七・五よりも

文字が多くなること）でも良しとし、誰でも応募しやすいよう配慮されています。今年で第 16回の同コンテストでは、3,000句の入賞作品

を選び、「お～いお茶」の飲料パッケージに掲載し発表しています。
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「落語」は、喋りと身振りのみで、幾人もの人物をたった一人で演じ、滑稽話や人情話、

怪談などを表現する日本の伝統芸能です。物語のほとんどが、登場人物たちの対話で成

り立っているのが特徴。落語の起源は 17世紀半ばとされ、幕末から明治期に成熟をと

げました。落語の演目は一般的に、江戸時代の町人（庶民）が登場し、昔から語り継

がれている「古典落語」と、主に現代を舞台にして現代の落語家が創作した「新作落語」

とに大きく分けられます。

今日、東京では、浅草、池袋、上野、新宿にある「寄席」と呼ばれる演芸場で、ほぼ毎日、

落語を楽しむことができます。また、日本全国のホールでも様々な落語会が開催されて

います。
( 上）立川志の輔、写真：橘蓮二

提携：オフィスほたるいか　

( 右）新宿にある寄席「末広亭」

日本で一番売れている国語辞典『新明解国語辞典』の最新版（第 6版）が、2004年
11月に発売され話題になっています。この辞典の第一版が発売されたのは 1972年で、

これまでに、累計約 1000万冊を売り上げました。これは年平均すると 30万冊にあたり、

一般の本ならば 10万冊でベストセラーと呼ばれることを考えると、驚くべき数字です。　

　『新明解国語辞典』の人気の秘密は、読んでおもしろいという点だ。見出しの一般的

な意味や解釈に加えて、この辞書には、執筆者や編者の経験や意見に基づいた実感あ

ふれる解説が掲載されている。その解説は、哲学的であったり、ユーモアを感じさせた

りする。この辞書のファンは数多く、解説本が出版されたり、ユニークな語釈を紹介する

ホームページまで存在する。

比
く ら

べてみよう！
▼一般の国語辞典の解釈▼『新明解国語辞典』（第六版）の解釈
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し

育
いく

し、教
きょう

育
いく

・娯
ご

楽
らく

などのために一
いっ

般
ぱん

に公
こう

開
かい

する施
し

設
せつ

。

▼ 捕
と

らえてきた動
どう

物
ぶつ

を、人
じん

工
こう

的
てき

環
かん

境
きょう

と規
き

則
そく

的
てき

な給
きゅう

餌
じ

とにより野
や

生
せい

から遊
ゆう

離
り

し、動
うご

く標
ひょう

本
ほん

として

都
と

人
じん

士
し

に見
み

せる、啓
けい

蒙
もう

を兼
か

ねた娯
ご

楽
らく

施
し

設
せつ

。

寿じ
�

限げ

無む

寿じ
�

限げ

無む

寿じ
�

限げ

無む

�
五ご

劫こ
う

の
す
り
き
れ
�

海か
い

砂じ
�

利り

水す
い

魚ぎ
�

の
水す
い

行
ぎ
�
う

末ま
つ

�

雲う
ん

来ら
い

末ま
つ

�
風ふ
う

来ら
い

末ま
つ

�

食く

う
寝ね

る
と
こ
ろ
に
住す

む
と
こ
ろ
�

や
ぶ
ら
こ
う
じ
の
ぶ
ら
こ
う
じ
�

パ
イ
ポ
パ
イ
ポ
�
パ
イ
ポ
の
シ
�
�
リ
ン
ガ
ン
�

シ
�
�
リ
ン
ガ
ン
の
グ
�
リ
ン
ダ
イ
�

グ
�
リ
ン
ダ
イ
の
ポ
ン
ポ
コ
ピ
�
の

ポ
ン
ポ
コ
ナ
の

長
ち
�
う

久
き
�
う

命め
い

の
長
ち
�
う

助す
け

早は
や

口く
ち

言こ
と

葉ば

蛙
か
え
る

ぴ
�
こ
ぴ
�
こ
三み

ぴ
�
こ
ぴ
�
こ

合あ

わ
せ
て
ぴ
�
こ
ぴ
�
こ
六む

ぴ
�
こ
ぴ
�
こ

一
只
青
蛙
跳
啊
跳
，
三
只
青
蛙
跳
啊
跳
，
合
在
一

起
跳
啊
跳
，
六
只
青
蛙
跳
啊
跳

隣
と
な
り

の
客
き
�
く

は
よ
く
柿か
き

食く

う
客
き
�
く

だ

隔
壁
房
客
是
爱
吃
柿
子
的
房
客

 

赤あ
か

巻ま
き

紙が
み

青あ
お

巻ま
き

紙が
み

黄き

巻ま
き

紙が
み

红
色
卷
纸
蓝
色
卷
纸
黄
色
卷
纸

生な
ま

麦む
ぎ

生な
ま

米ご
め

生な
ま

卵
た
ま
ご

生
麦
生
眯
和
生
蛋

声
こ え

に出
だ

して
読

よ

んでみよう！

※大家也可以尝试编你自己的《新明解》式辞典。

【世の中】
▼人们相互联系，相互依存的生活场所。人世，社会。

▼ 步入其中的每一个成人，不论是谁都命中注定无法从中逃脱出去的

人世间。一般来说，在这里可以看到复杂的人际关系所带来的矛盾，

以及政治经济的发展所带来的变化。它既有可以包容的一面，也有

让人感到气愤、失望的一面。

【読書】
▼ 阅读书籍。

▼［不同于调查研究以及备考等学习时的阅读活动］暂时脱离现实社会，

为了让思想漫游在未知的世界里，确立坚定不可动摇的人生观（不

受时间限制）而阅读书籍 ( 躺着看漫画，或者在电车上看周刊杂志

等不是真正意义上的“ 读书 ”）。

【動物園】
▼是收集、饲养动物 , 以教育、娱乐等为目的面向公众开放的设施。

▼ 将捕获来的动物放养在人工环境里，进行有规律的饲养，使之脱

离野生环境，作为活生生的标本供都市人观赏并兼有启蒙性质的娱

乐设施。

〈编集部译〉 『新明解国語辞典』

（第六版、三省堂）
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